
 

 

 

 

 

決算書掲載頁　P195

準用河川加賀田川の流水機能の保全を行う。
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準用河川加賀田川周辺の住民。

限られた予算の中で、定規断面区間の改修を優先しつつ、区間外についても適時緊急性を判断しながら対応していく。
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準用河川の管理用通路の舗装工事を行う。
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細事業：準用河川改修事業                             

１．準用河川整備の概要 

準用河川の管理用通路の舗装工事を行った。 

 

（１）工事請負費 

工 事 名 金額（円） 期 間 工 事 概 要 

準用河川加賀田川改修工事 

 

4,147,500 

H24.07.06 

～ 

H24.08.28 

施工延長 Ｌ=１２０ｍ 

アスファルト舗装工 A＝５９２㎡ 

計 4,147,500   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真・表・イラストなどを貼り付けてください。 

準用河川加賀田川改修計画区域図 

改 修 計 画 区 間

L=930m 

H24 年度施工箇所 

尾花橋 

車作橋 


